
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 福岡情報ＩＴクリエイター専門学校 

設置者名 学校法人 大原学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業 

専門課程 

情報ＩＴ 

２年制学科 

夜・

通信 
180 時間 160 時間  

情報ＩＴ 

３年制学科 

夜・

通信 
270 時間 240 時間  

ゲーム・クリエ

イター学科 

夜・

通信 
270 時間 240 時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 福岡情報ＩＴクリエイター専門学校 

設置者名 学校法人 大原学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

ホームページにて公表 

URL: https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/officer_list.pdf 
 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
司法書士事務所 

所長 

2025.5.29～4 年

以内に終了する

会計年度のうち

最終のものに関

する定時評議員

会の終結の時ま

で 

法人運営における

法務的な検証、管理 

非常勤 

Web デザイン・システム

開発・印刷関連企業 

代表 

2025.5.29～4 年

以内に終了する

会計年度のうち

最終のものに関

する定時評議員

会の終結の時ま

で 

学生募集、教材開発

への助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 福岡情報ＩＴクリエイター専門学校 
設置者名 学校法人 大原学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

１．授業計画書（シラバス）の作成過程 

各学科の教務会議及び授業研究により、授業内容、授業方略、到達目標、目標到達

までの学習順序や手順、成績評価の方法などが、授業科目の特性、専門分野におけ

る知識や技術の進歩、社会の変化などに適合し、最良なものであるかを検証してい

る。また、教育課程編成委員会を設置し、外部委員より意見を頂戴し、見直しを行

うことで、授業計画（シラバス）を含む教育課程編成全体の改善を行っている。 

 

２．授業計画書の作成・公表時期 

前年度の授業計画書（シラバス）を基に各学科の教務会議にて、振り返りと見直し

が行われる。さらに、年 2 回開催される外部委員を招いた教育課程編成委員会で聴

取した意見を踏まえて、次年度の方針や改善策が決定される。その内容に従って科

目担当者が授業計画書（シラバス）を作成し、教務会議での確認および承認を経て、

当該年度 4月にホームページにて公開される。 

授業計画書の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業内

に行う効果測定、課題の提出等により評価する。なお、本校において必要と認めた場

合に限り、追試験または再試験を行うことがある。追試験は事故等やむを得ない理由

により試験等を受験しなかった者に対し行う。再試験は試験等受験の結果、不合格と

なった者に対して実施する。なお、学生に対しては当該規定を学生便覧に記載して周

知を図っている。 

【学業成績の判定および成績証明書の表記】 

判定 評価点 成績評価 成績証明書表記 

合格 

90 点以上～100 点 秀 秀 

80 点以上～90 点未満 優 優 

70 点以上～80 点未満 良 良 

60 点以上～70 点未満 可 可 

不合格 60 点未満 不可 不可 

※出席日数を満たしていない場合や授業内に行う効果測定、課題等の提出が行われて

いない場合は、「不可」となることがある。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

（１）学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の 5 種をもってこれを表し、秀は 90

点以上、優は 80 点以上、良は 70 点以上、可は 60 点以上、不可は 60 点未満とし、

秀、優、良、可を合格、不可は不合格とする。 

（２）授業科目の成績は、（１）の 5 種で表すと共に、それぞれの評価に対して、下記

に定める基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。 

【科目ごとの成績評価に対する GP（Grade Point）】 

成績評価 GP 評価点 備考 

秀 ４ 90 点以上～100 点  

優 ３ 80 点以上～90 点未満  

良 ２ 70 点以上～80 点未満  

可 １ 60 点以上～70 点未満  

不可 ０ 60 点未満  

認定 － － 対象外 

【GPA 算出方法】 

GPA＝ 
（履修科目のＧＰ × 履修単位数）の合計 

総履修単位数 

     ※小数点以下第 2 位四捨五入 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学則より抜粋 

（修了・卒業の認定） 

第１８条 修了・卒業の認定は、下記に定める授業時間の履修及び第８条に定める授

業科目の成績評価に基づき卒業審査により行い、認定者には校長が卒業証書

を授与する。 

（１）情報ＩＴ２年制学科    １，７１０時間 

（２）情報ＩＴ３年制学科    ２，５８０時間 

（３）ゲーム・クリエイター学科 ２，５２０時間 

２ 前項に規定する卒業の認定は、最終学年の終わりに行う。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 福岡情報ＩＴクリエイター専門学校 
設置者名 学校法人 大原学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf 

収支計算書又は損益計算書 https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf 

財産目録 https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf 

事業報告書 https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf 

監事による監査報告（書） https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/financial-overview.pdf 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
工業 

専門課程 
情報ＩＴ２年制学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼 
1,710 

単位時間／単位 

150 

単位時間

/単位 

390 

単位時間

/単位 

1,500 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

2,040 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70 人 24 人 0 人 2 人 0 人 2 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教務会議及び教育課程編成委員会において、授業カリキュラムが最良なものになって

いるかを検証している。その後見直しを行うことで、授業計画（シラバス）を含む教

育課程編成全体の改善を行っている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の 5 種をもってこれを表し、秀は 90 点

以上、優は 80 点以上、良は 70 点以上、可は 60 点以上、不可は 60 点未満とし、

秀、優、良、可を合格、不可は不合格とする。 

２．授業科目の成績は、（１）の 5種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に

定める基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修を行い、かつ出席

状況等の学習姿勢も考慮のうえ、進級判定委員会にて審査を行う。 

２．卒業の認定は、修業年限以上在学し、各学科の定める授業時間数以上履修、かつ

その該当する所定の授業科目を修得し、卒業審査に合格した者について最終学年

の終わりに校長が行う。 



  

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を導入し、出席状況や学習状況について毎月確認を行っている。担任・

学生間の信頼関係を構築し、個別学習相談や就職相談などを行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 17 人

（100％）

1 人 

（5.9％） 

14 人

（82.3％）

2 人

（11.8％）

（主な就職、業界等） 

システム開発系、インフラ系、ＷＥＢ系など、ＩＴエンジニア職 等 

（就職指導内容） 

 自己分析指導、面接指導、業界研究、マナー指導、進路面談等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 基本情報技術者試験、日本ビジネス技能検定協会主催漢字検定３級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

33 人 3 人 9.1％ 

（中途退学の主な理由）  

進路変更、学習意欲喪失 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

中途退学防止の取組として、担任による定期面談を行っている。加えて、学生のシグ

ナルを感じ取った際には担任・管理職による面談を随時行っている。近年は経済的理

由による退学希望者も僅かながら発生しているため、学生管理課による経済的支援の

相談も随時行っている。 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
工業 

専門課程 
情報ＩＴ３年制学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 
2,580 

単位時間／単位 

150 

単位時間

/単位 

540 

単位時間

/単位 

2,220 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

2,910 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140 人 81 人 0 人 4 人 0 人 4 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教務会議及び教育課程編成委員会において、授業カリキュラムが最良なものになって

いるかを検証している。その後見直しを行うことで、授業計画（シラバス）を含む教

育課程編成全体の改善を行っている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の 5 種をもってこれを表し、秀は 90 点

以上、優は 80 点以上、良は 70 点以上、可は 60 点以上、不可は 60 点未満とし、

秀、優、良、可を合格、不可は不合格とする。 

２．授業科目の成績は、（１）の 5種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に

定める基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修を行い、かつ出席

状況等の学習姿勢も考慮のうえ、進級判定委員会にて審査を行う。 

２．卒業の認定は、修業年限以上在学し、各学科の定める授業時間数以上履修、かつ

その該当する所定の授業科目を修得し、卒業審査に合格した者について最終学年

の終わりに校長が行う。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を導入し、出席状況や学習状況について毎月確認を行っている。担任・

学生間の信頼関係を構築し、個別学習相談や就職相談などを行っている。 

 

  



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 22 人

（100％）

0 人

（0.0％）

19 人

（86.4％）

3 人

（13.6％）

（主な就職、業界等） 

システム開発系、インフラ系、ＷＥＢ系など、ＩＴエンジニア職 等 

（就職指導内容） 

 自己分析指導、面接指導、業界研究、マナー指導、進路面談等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 基本情報技術者試験、日本ビジネス技能検定協会主催漢字検定３級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

83 人 2 人 2.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、病気 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

中途退学防止の取組として、担任による定期面談を行っている。加えて、学生のシグ

ナルを感じ取った際には担任・管理職による面談を随時行っている。近年は経済的理

由による退学希望者も僅かながら発生しているため、学生管理課による経済的支援の

相談も随時行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
工業 

専門課程 

ゲーム・クリエイター

学科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 
2,520 

単位時間／単位 

180 

単位時間

/単位 

330 

単位時間

/単位 

3,870 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

4,380 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

180 人 93 人 0 人 6 人 0 人 6 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教務会議及び教育課程編成委員会において、授業カリキュラムが最良なものにな 
っているかを検証している。その後見直しを行うことで、授業計画（シラバス） 
を含む教育課程編成全体の改善を行っている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の 5 種をもってこれを表し、秀は 90 点

以上、優は 80 点以上、良は 70 点以上、可は 60 点以上、不可は 60 点未満とし、

秀、優、良、可を合格、不可は不合格とする。 

２．授業科目の成績は、（１）の 5 種で表すと共に、それぞれの評価に対して、別に

定める基準によりＧＰ（Grade-Point）を与える。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１．進級の認定は、各学科の各学年において定める授業時間の履修を行い、かつ出席

状況等の学習姿勢も考慮のうえ、進級判定委員会にて審査を行う。 

２．卒業の認定は、修業年限以上在学し、各学科の定める授業時間数以上履修、かつ

その該当する所定の授業科目を修得し、卒業審査に合格した者について最終学年

の終わりに校長が行う。 

学修支援等  

（概要） 

クラス担任制を導入し、出席状況や学習状況について毎月確認を行っている。 

担任・学生間の信頼関係を構築し、個別学習相談や就職相談などを行っている。 

 

  



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人

（100％）

0 人 

（0％） 

22 人

（84.6％）

4 人

（15.4％）

（主な就職、業界等） 

ゲーム制作関連会社、ＩＴ関連会社、ＣＧおよび映像制作会社、Ｗｅｂ制作会社、 

広告関連会社およびデザイン事務所 等 

（就職指導内容） 

全体指導によるレクチャー、自己分析面談、個別進路面談、求人紹介、個別面接練

習、入社前準備プログラム（ＰＣＰ教育）、学内業界研究セミナーや就職ガイダンス

等において履歴書やエントリーシートの書き方、説明を実施、随時、個別面談を行っ

ている。適性検査、就職模擬試験（筆記試験）と模擬面接を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ＣＧ－ＡＲＴＳ ＣＧクリエイター検定、マルチメディア検定 

日本ビジネス技能検定協会主催漢字検定 3 級 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

99 人 13 人 13.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、病気 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

中途退学防止の取組として、担任による定期面談を行っている。加えて、学生のシ

グナルを感じ取った際には担任・管理職による面談を随時行っている。近年は経済的

理由による退学希望者も僅かながら発生しているため、学生管理課による経済的支援

の相談も随時行っている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考 

（任意記載事項） 

情報ＩＴ２年制学科 200,000 円 680,000 円 540,000 円その他欄に記載の金額は、 

「教材費」「設備費」「維持

費」「実習費・演習費」の合計 
情報ＩＴ３年制学科 200,000 円 680,000 円 540,000 円

ゲーム・クリエイター学科 200,000 円 680,000 円 600,000 円

修学支援（任意記載事項） 

学費支援制度：試験の結果や取得している資格等に応じて入学金・授業料の全額または 

       一部を免除（試験による特待生制度、取得資格による特待生制度、クラ 

 ブ活動による特待生制度） 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

自己点検評価についてはＨＰに公開している。 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

１．学校関係者評価の基本方針について 

当校の学校関係者評価の方針は、「学生に対して資格取得教育、実務教育を施し、

人格の陶冶を行いもって有為な産業人を育成することである」この教育理念に基づ

き、自己評価を実施し評価結果を踏まえ、自己評価結果の客観性・透明性を高める

こと、学校運営の改善を図ることを目的に、学校外の方を評価者とする学校関係者

評価委員会を設置して規定の評価項目から評価する。 
 

２．学校関係者評価は「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を用

いて、評価結果については、学校長を通じて次年度の重点目標の設定や具体的取組

などについての学校運営改善を図るものとする。 

【主な評価項目】 

（１）教育理念・目標（理念・目的・育成人物像等） 

（２）学校運営（運営方針、事業計画、人事・給与制度、意思決定システム等） 

（３）教育活動（目標設定、教育方法、成績評価、単位認定、資格受験指導等） 

（４）学修成果（就職率、資格取得率、退学率、卒業生の社会的評価等） 

（５）学生支援（就職支援、学生相談体制、課外活動支援、保護者等連携等） 

（６）教育環境（施設・設備、学外実習、インターンシップ、防災・安全管理等） 

（７）学生の受入れ募集（学生募集活動、入学選考、学納金等） 

（８）財務（財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開等） 

（９）法令の遵守（関係法令・設置基準等の遵守、個人情報の保護、情報公開等） 

（10）社会貢献・地域貢献（社会貢献・地域貢献、ボランティア活動等） 
 
３．評価委員の構成 

専門分野における業界関係者、卒業生、地域住民などから３名以上選出する。 
 
４．評価結果の活用 

学校関係者評価委員会は、年度内に 1 回以上開催し、自己評価の結果及びそれを踏

まえた今後の改善方策について評価し、各委員による検証・委員からの継続的改善

を図る観点より意見・助言を求める。課題の残る評価結果については、課長職以上

の管理職より改善計画を策定し、学校長の承認を得たうえで次年度以降の学校運営

に反映させ改善を図る。 



  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

冨岡美穂税理士事務所 

所長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

イオン九州㈱ 

店長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

ＧＭＯペパポ㈱ 

支社長 

令和 7 年 7月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

(株)Lab.751 HIROSHIMA 

Branch Manager 

令和 7 年 7月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

㈱にしけい 

本部長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

(医)青洲会本部 

局長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

(医)堺整形外科医院  

福岡スポーツクリニック 事務部長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

(学)松原学園 認定こども園 

ひかりと風とサクランボ 園長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
企業等 

㈲シャポー 取締役 

上川端町四区自治会 自治会長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
地域住民 

(福)真和会 第２板付保育園 

園長 

令和 7 年 4月 1 日～ 

令和 9 年 3月 31 日 
卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校関係者評価についてはホームページに公開している。 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

当該学校に係る情報についてはホームページに公開している。 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/ 

 


